
 
 

 
 

二
月
　
長
女
恵
子
出
生
。

 
 

＊
戦
争
激
化
の
た
め
調
査
旅
行
は
止
め
る
よ
う
に
渋
澤
か
ら
い
わ
れ
、

 

宮
本
馨
太
郎
、
吉
田
三
郎
と
共
に
保
谷
の
民
族
博
物
館
所
蔵
の
民
具
約
八
〇
〇

〇
点
（
一
万
二
〇
〇
〇
点
と
も
）
の
整
理
を
行
な
う
。

 
 

四
月
一
日
　
日
本
常
民
文
化
研
究
所
主
任
。

 

月
俸
一
〇
〇
円
、
加
俸
五
〇
円
、
帝
国
学
士
院
の
委
嘱
に
依
る
日
本
水
産
科
学

史
編
纂
に
従
う
。

 

一
二
月
三
一
日
　
奈
良
県
立
郡
山
中
学
校
教
授
嘱
託
と
な
る
。

 

友
人
岸
田
定
雄
の
世
話
。
月
手
当
六
〇
円
、
昭
和
一
九
年
七
月
末
に
は
月
手
当

一
一
〇
円
。

 

一
月
　
大
阪
に
帰
り
、
郡
山
中
学
校
の
教
授
嘱
託
と
し
て
歴
史
を
教
え
、
余

暇
に
奈
良
県
下
を
積
極
的
に
歩
く
。

 
 

＊
大
阪
に
帰
っ
て
間
も
な
く
、
田
岡
香
逸
の
発
起
で
歓
迎
会
が
西
宮
神
社
の

社
務
所
で
ひ
ら
か
れ
る
。

 

宮
司
の
吉
井
良
秀
を
は
じ
め
西
宮
の
文
化
人
の
他
に
、
魚
澄
惣
五
郎
、
水
野
精

一
、
小
林
行
雄
な
ど
と
知
り
合
い
、
彼
ら
を
通
じ
て
今
西
錦
司
、
森
鹿
蔵
、
日

比
野
丈
夫
、
吉
田
光
邦
な
ど
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
系
の
学
者
を
知
る
こ

と
に
な
る
。

 

 
 

三
月
二
六
日
　
母
と
長
女
大
島
に
帰
る
。

 

（
母
は
鳳
の
家
に
引
き
取
っ
て
い
た
？
）

 
 

四
月
二
二
日
　
郡
山
中
学
を
退
職
。

 
 

四
月
二
三
日
　
大
阪
府
の
嘱
託
と
な
り
、

 

「
篤
農
協
会
の
米
山
九
蔵
の
勧
め
を
受
け
て
、
四
月
五
日
大
阪
府
庁
に
行
き
知

事
に
会
い
要
請
を
受
け
る
。
こ
の
時
篤
農
協
会
の
渡
辺
敏
夫
に
会
う
。」
月
手

当
一
五
〇
円


